
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  

 連⽇厳しい暑さが続いておりますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。 
6 ⽉ 17 ⽇に平成 28 年度第１回懇談会、7 ⽉ 21 ⽇に第 2 回懇談会を開催しました。現在、平成 28 年 10

⽉からの供⽤開始⽬指して⼯事が進められています。それにあわせ、いよいよ始まるサポーターズクラブの活
動に向けて、平成 28 年度の「ひろの防災緑地」づくりの維持管理・利活⽤について、メンバー全員が意⾒や
アイディアを出し合いました。 

新メンバーとして、第 1 回ではふたば未来学園の先⽣・⽣徒さん６名、第 2 回懇談会ではひろのみらいオフ
ィスの企業の⽅ 6 名が承認され、サポーターズクラブの会員（運営会員・⼀般会員）は７７名となりました。

平成 28 年 8 月 18 日発行／福島県富岡土木事務所／〒979-0403 双葉郡広野町大字下浅見川字広長 120 番 1 
          ／Tel：0240-23-6605／FAX：0240-23-6609／メール：kokubun_toshikazu_01@pref.fukushima.lg.jp 

平成２８年度第１回⽬の懇談会は、これまでの検討内容を振り返り、
１０⽉からのサポーターズクラブの活動開始に向けて、今後の進め⽅に
ついて議論しました。また、サポーターズクラブが実施する維持管理活
動と利活⽤について意⾒交換をしました。今回の懇談会で承認された事
項は次のとおりです。 
・サポーターズクラブが実施する維持管理活動は、点検パトロールと

清掃。 
・ＮＰＯ法⼈化については、ステップを踏みながら体制を整えた段階

で検討。 

▲遠藤遼くん発表の様子 

ひろの防災緑地のいま
．．

！ 

（2016 年 8 月 1 日撮影）

平成28 年度 

第1 号 

▲懇談会の様子 

防災緑地のＪＲ線路に近い部分です。ほぼ
完成形に近い感じです。広野⼩学校が植えた
ドングリも元気に育っています。 
※現在、⼯事中のため⽴ち⼊り禁⽌となって

おります。 

◆ふたば未来学園の企画発表！ 

新メンバーとなった“ふたば未来学園”の遠藤亮くんより、防災緑地
の利活⽤による交流、まちづくりを視点とした次の２つの企画が提案
されました。 
① 防災緑地周辺道路でウォーキング 
② 防災緑地の花壇にみんなで花を植える 

今後、防災緑地での利活⽤として、懇談会のなかで検討していきま
す。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第３回懇談会は、10 ⽉に開催（予定）です。⽇時・開催場所は未定です。 
決まりましたら後⽇お知らせいたします。

第２回懇談会はＡ・Ｂの２つのグループに分かれ、ワークショップ形式で意⾒交換を⾏いました。サポ
ーターズクラブが 10 ⽉から⾏う維持管理活動と利活⽤についての話合いです。テーマごと①各グループ
議論・まとめ ⇒ ②グループごとの発表 ⇒ ③すり合わせの⼿順で⾏いました。議論の結果、次のような
内容をメンバーで共有しました。 

・現段階では、維持管理活動の回数（頻度）、利活⽤の活動項⽬を決めることは難しく、勉強会等を実
施し、実際に現場体験を踏まえながら決めていく必要があること。 

・「活動計画」と「実施要領」の決定は、実際に活動をしながら
検討し決定していくこと。 

▼懇談会の様子

1.各グループ議論・まとめ 

2.グループごとの発表 

3.すり合わせ 

あなたも 

サポーターズクラブ

に入会して、一緒に

活動しませんか？ 

【お問合せ先】  サポーターズクラブ事務局：富岡⼟⽊事務所 道路・橋梁課 

担当：伏⾒、國分、⽥中  電話番号：0240-23-6605 

・防災緑地の⾃然を活かした利活⽤ 
・防災緑地で発⽣した間伐材や枯損⽊を利⽤したクラフト活動 
・“福島県もりの案内⼈”に⼩学校の授業などで活⽤ 
・防災緑地で発⽣した落葉で堆肥化、間伐材でチップ化等して

緑地内で利⽤（循環型の防災緑地） 
・エコを学ぶ場、体験する場として活⽤ 

◆ 利活用についてはこんなアイデアも出ました！ 

本⽇のテーマ「維持管理活動」「利活⽤活動」について議論しました。

グループ議論でだされた意⾒を発表しました。

各グループからでた意⾒について、さらに
全員で議論しながら、すり合わせをしまし
た。 


